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安心・安全な国土管理

　近畿中国森林管理局では、保安林の適切な管理や治山

事業により、森林の公益的機能の維持向上を図り、安全

で安心できる豊かな暮らしの実現に寄与しています。

　　　　　　　　　　　　　　【関連記事は 2～ 3頁】

大山国有林　南壁・二ノ沢・三ﾉ沢の治山施設の施工状況（鳥取県）
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安
全
・
安
心
な
国
土
管
理

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
の
国
土
保
全
、
国
土
防
災
に
果
た
す
役
割
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

集
中
豪
雨
等
や
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
箇
所
の
復
旧
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、民
有
林
行
政
と
も
連
携
し
て
、

一
体
的
な
治
山
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
自
然
条
件

　

わ
が
国
は
、
そ
の
地
形
、
地
質
、
気
象
な
ど
の
自
然
条
件
か
ら
、

台
風
、
豪
雨
、
地
震
、
火
山
噴
火
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
い

国
土
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
急
峻
な
地
形

　

日
本
の
国
土
は
、
中
央
に
高
い
山
脈
が
走
り
地
形
が
急
峻
で
河
川

は
急
勾
配
で
水
の
流
れ
が
速
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

〇
豪　

雨

 
 

梅
雨
期
や
台
風
期
に
集
中
し
、
世
界
平
均
の
２
倍
の
降
水
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
活
発
な
火
山
、
地
震
活
動

  

世
界
の
約
一
割
（
１
０
８
個
）
も
の
火
山
が
分
布
し
、
活
断
層
も

多
数
分
布
し
て
い
ま
す
。

〇
脆
弱
な
地
質

  

断
層
に
よ
っ
て
生
じ
た
（
断
層
面
の
摩
擦
に
よ
っ
て
非
常
に
も
ろ

く
な
っ
た
地
質
の
層
）
が
多
数
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
適
切
に
発
揮
さ
せ
る

　

保
安
林
制
度
・
治
山
事
業

　

日
本
は
、
国
土
面
積
の
７
割
を
森
林
が
占
め
る
森
林
国
で
あ
り
、

こ
の
森
林
は
豊
か
な
水
を
育
み
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
上

で
大
変
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
わ
が
国
は
、
地
形

が
急
峻
で
地
質
は
脆
く
、
台
風
・
豪
雨
等
に
よ
り
山
崩
れ
・
土
石
流

等
の
山
地
災
害
や
洪
水
等
が
発
生
し
や
す
い
特
徴
が
あ
る
の
で
、
森

林
は
山
地
災
害
を
防
ぐ
上
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
森
林
は
、
水
源
か
ん
養
機
能
、
山
地
災
害
防
止
機
能
、

生
活
環
境
保
全
機
能
、
さ
ら
に
二
酸
化
炭
素
を
固
定
し
て
地
球
温
暖

化
防
止
に
寄
与
す
る
な
ど
、
様
々
な
公
益
的
機
能
を
持
っ
て
お
り
、

森
林
を
適
切
の
保
全
、
管
理
す
る
こ
と
で
、
森
林
の
も
つ
様
々
な
機

能
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
が
国
土
保
全
上
極
め
て
重
要
で
す
。

保
安
林
制
度
と
は
：
：

　

保
安
林
と
は
、
水
源
か
ん
養
や
土
砂
流
出
防
備
な
ど
公
益
的
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
伐
採
方
法
を
規
制
す
る
な
ど
、
特
別
に
管
理

さ
れ
て
い
る
森
林
で
す
。
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
91
％
を
保
安

林
に
指
定
し
、
公
益
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
森
林

整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 
 

保
安
林
の
種
類
は
全
部
で
17
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
期
待
さ
れ
る

公
共
目
的
（
機
能
）
が
あ
り
ま
す
。

管内保安林の内訳管内保安林の内訳
総面積 281 千 ha（単種のみ）総面積 281 千 ha（単種のみ）

水源かん養　89％水源かん養　89％

土砂流出防備　9％土砂流出防備　9％ その他　3％その他　3％

保安林の種類保安林の種類 期待される公共目的（機能）期待される公共目的（機能）

水源かん養保安林水源かん養保安林 降った雨を蓄え、ゆっくりと川に流す。降った雨を蓄え、ゆっくりと川に流す。

土砂流出防止保安林土砂流出防止保安林 根と落ち葉・下草が、表土侵食・土砂流出を防ぐ。根と落ち葉・下草が、表土侵食・土砂流出を防ぐ。

土砂崩壊防備保安林土砂崩壊防備保安林 山崩れを防ぐ。山崩れを防ぐ。

飛砂防備保安林飛砂防備保安林 砂浜から飛んでくる砂を防ぐ。砂浜から飛んでくる砂を防ぐ。

防風保安林防風保安林 田畑や住宅を守る壁の役割をする。田畑や住宅を守る壁の役割をする。

水害防備保安林水害防備保安林 洪水の時に氾濫する水流から住宅などを守る。洪水の時に氾濫する水流から住宅などを守る。

潮害防備保安林潮害防備保安林 津波や高潮の勢いを弱める。津波や高潮の勢いを弱める。

干害防備保安林干害防備保安林 簡易水道などの水源を守る。簡易水道などの水源を守る。

防雪保安林防雪保安林 吹雪から道路や鉄道を守る。吹雪から道路や鉄道を守る。

防霧保安林防霧保安林 樹木の葉が霧の粒を捉える。樹木の葉が霧の粒を捉える。

なだれ防止保安林なだれ防止保安林 なだれの発生を防ぎ、発生したなだれの勢いを弱める。なだれの発生を防ぎ、発生したなだれの勢いを弱める。

落石防止保安林落石防止保安林 落石を斜面の途中で止める。落石を斜面の途中で止める。

防火保安林防火保安林 燃えにくい樹種で山火事の延焼を防ぐ。燃えにくい樹種で山火事の延焼を防ぐ。

魚つき保安林魚つき保安林 水面に陰を作ったり、流れ込む水の汚れを防ぐ。水面に陰を作ったり、流れ込む水の汚れを防ぐ。

航行目標保安林航行目標保安林 船舶の航行の目標となる。船舶の航行の目標となる。

保健保安林保健保安林 森林レクリエーションの場を提供する。森林レクリエーションの場を提供する。

風致保安林風致保安林 名所や旧跡、趣のある景色などを保存する。名所や旧跡、趣のある景色などを保存する。

保安林の種類保安林の種類
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民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
た
治
山
対
策

 
 

梅
雨
前
線
の
活
動
や
台
風
等
に
よ
り
発
生
す
る
山
地
災
害
へ
の
対

策
や
水
源
地
域
対
策
を
効
果
的
・
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
、
民
有

林
と
国
有
林
と
の
一
層
の
連
携
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
管
内
の

２
府
12
県
の
治
山
担
当
者
と
治
山
事
業
連
絡
調
整
会
議
を
開
催
し
連

携
・
協
力
の
打
合
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 

ま
た
、
近
接
し
た
国
有
林
・
民
有
林
に
つ
い
て
、
森
林
管
理
局
と

府
県
が
連
携
し
て
一
体
的
な
治
山
計
画
を
作
成
し
、
集
中
的
に
整
備

を
行
う
「
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

治
山
事
業
と
は
：
：

　

山
を
覆
う
森
林
は
土
と
水
を
安
定
さ
せ
、
斜
面
が
崩
れ
た
り
土
砂

が
流
れ
出
す
の
を
防
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
働
き
を
し

て
い
る
森
林
で
も
異
常
な
豪
雨
や
山
火
事
、
地
震
等
が
原
因
で
山
崩

れ
（
崩
壊
地
）
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
下
流
で
起
き
る
洪

水
被
害
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

 
 

こ
の
よ
う
に
防
災
機
能
が
一
時
的
に
低
下
し
た
森
林
を
放
置
す
れ

ば
、
崩
壊
地
が
拡
大
す
る
な
ど
、
新
た
な
災
害
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
土
木
的
、
造
林
的
な
方
法
に
よ
り
森
林
の
機
能
を
回

復
さ
せ
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
で
木
材
利
用
を
：
：

　

世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
や
違
法
伐
採
は
、
地

球
規
模
で
の
環
境
保
全
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
推
進
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
す
。
国
有
林
に
関
わ
る
事
業
と
し
て
、
持
続
可
能
な

森
林
経
営
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
・
木
製
品
の
利
用
促
進
に
調
達
の

面
か
ら
率
先
し
て
取
り
組
む
た
め
、
治
山
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

間
伐
材
等
の
木
材
利
用
、
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　　鳥取県日野町久住地区では、近年の集中豪雨等により山地が荒廃し、早期復旧が求

められています。鳥取森林管理署と鳥取県が連携し、一体の国有林・民有林について

集中的に整備をすすめます。

山腹崩壊により森林が消失山腹崩壊により森林が消失治山工事により森林が復活治山工事により森林が復活

民有林で発生した山崩れ 川東国有林での山地荒廃
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島
根
森
林
管
理
署
㉚

　

中
世
の
石
畳
遺
跡
が
の
こ
る

　

中
世
の
石
畳
遺
跡
が
の
こ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　

「
柿柿か

き
の
き
や
ま

か
き
の
き
や
ま

木
山
木
山
国
有
林
」

国
有
林
」

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/shimane

〒
六
九
〇ｰ

〇
八
七
三

　

松
江
市
内
中
原
町
二
〇
七

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
三
〇

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
五
二ｰ

二
四ｰ

五
四
五
四

 
 

「
東
に
水
田
の
豊
か
な
出
雲
が
あ
り
、
南
に
商

人
と
貨
財
が
ゆ
き
か
う
山
陽
道
が
あ
り
、
西
方
に

は
長
門
・
周
防
が
あ
っ
て
、
古
来
策
謀
が
そ
だ
ち
、

大
勢
力
の
成
立
す
る
地
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　

石
見
は
そ
れ
ら
に
か
こ
ま
れ
、
あ
る
者
は
山
を

耕
し
、
あ
る
者
は
砂
鉄
や
銀
を
採
り
、
あ
る
者
は

荒
海
に
漕
ぎ
出
し
て
漁
を
し
て
、
い
つ
の
世
も
倦

む
こ
と
が
な
か
っ
た
。
浜
田
の
地
に
城
と
城
下
が

つ
く
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
初
期
で
あ
っ
た
。
幕
府

は
こ
の
城
を
も
っ
て
、
毛
利
氏
と
い
う
外
様
藩
に

対
す
る
最
前
線
の
牙
城
と
し
た
」
と
司
馬
遼
太
郎

は
浜
田
藩
追
懐
の
碑
文
に
記
し
て
い
ま
す
。

  

柿
木
山
国
有
林
は
、
浜
田
藩
の
藩
有
林
が
廃
藩

置
県
で
国
有
林
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
、
浜
田
市

街
地
の
南
背
面
、
旧
金か

な

ぎ城
町
に
境
界
を
接
し
て
位

置
し
て
い
ま
す
。

  

こ
の
地
域
に
は
、
中
世
の
頃
か
ら
浜
田
か
ら
広

島
に
通
じ
る
街
道
が
あ
り
、
明
治
の
中
頃
、
車
道

が
通
じ
る
ま
で
は
、
経
済
動
脈
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
し
た
。
国
有
林
へ
の
金
城
町
側
か
ら
の
入
り

口
に
は
道
標
が
置
か
れ
、
往
時
を
偲
ば
せ
ま
す
。

　

そ
の
街
道
に
あ
る
唐
谷
坂
は
浜
田
の
町
か
ら
途

中
、
国
有
林
の
境
界
沿
い
を
と
お
り
金
城
町
に
至

る
山
道
で
す
。
土
質
が
赤
土
で
当
時
の
人
々
が
往

来
に
大
変
苦
労
し
た
こ
と
か
ら
、
急
坂
の
部
分
に

岩
を
敷
き
詰
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
唐
谷
坂
の
石

畳
遺
跡
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
浜
田
市
の
教
育
委

員
会
が
修
復
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

坂
の
五
合
目
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
腰
か
ら
下
の

病
に
効
く
と
い
う
光
徳
石
神
社
（
ど
び
ん
い
わ
さ

ん
）
が
あ
り
、
今
で
も
こ
の
坂
は
神
社
へ
の
参
道

と
し
て
地
元
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

現
在
、
柿
木
山
国
有
林
で
は
、
間
伐
に
よ
る
森

林
整
備
を
重
点
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

８
月
３
日
に
「
柿
木
山
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定

書
」
に
よ
る
民･

国
連
携
の
森
林
共
同
施
業
団
地

の
設
定
（
国･

林
業
公
社
・
森
林
組
合
の
三
者
、

団
地
面
積
３
２
３
㏊
う
ち
国
有
林
１
８
２
㏊
）
に

基
づ
き
、計
画
的
に
森
林
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、

地
域
の
林
業
振
興
の
中
軸
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
湖
か
ら
柿
木
山
国
有
林
を
望
む

司
馬
遼
太
郎
の
碑

光
徳
石
神
社
ご
神
体

唐
谷
坂
の
石
畳
遺
跡
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森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

　

国
土
保
全
等
の
公
益
的
機
能
を
よ
り
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
観
点
か
ら
、

自
然
的
、
地
理
的
条
件
等
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
人
工
林
を
複
層
林
や

針
広
混
交
林
へ
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
工
林
の
針
広
混
交
林
化
は
、
間
伐
や
択
伐
に
よ
り
光
環
境
を
改
善
し

広
葉
樹
の
導
入
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
必
ず
し
も
確
実
な
技
術

と
し
て
定
着
し
て
い
な
く
、
種
子
供
給
源
と
な
る
広
葉
樹
の
配
置
状
況
や

種
子
の
供
給
手
段
等
を
十
分
に
考
慮
し
た
施
業
技
術
の
確
立
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
皆
伐
跡
地
に
保
残
さ
れ
た
広
葉
樹
立

木
及
び
隣
接
天
然
林
を
種
子
供
給
源
と
し
て
、
天
然
生
稚
樹
の
発
生
・
侵

入
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調
査
・
解
析
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
森
林
総
合
研
究
所

関
西
支
所
、
岡
山
大
学
、
岡
山
県
林
業
試
験
場
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、

平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

試
験
地
の
設
定

　

保
残
さ
れ
た
広
葉
樹
の
密
度
に
応
じ
、｢

少
な
い=

Ａ｣｢

中
庸=

Ｂ｣｢

多
い=

Ｃ｣

の
３
区
分
に
分
け
て
設
定
し
ま
し
た
。

　

試
験
区
内
で
稚
樹
の
発
生
、
消
長
調
査
を
行
う
た
め
、
２
ｍ
四
方
の
プ

ロ
ッ
ト
を
設
定
し
、
継
続
的
に
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
区
の
調
査

①
種
子
供
給
源
と
な
る
広
葉
樹
の
立
木
調
査
と
区
域
内
の
広
葉
樹
の
伐
根

　

調
査

②
稚
樹
の
発
生
・
消
長
調
査

　

各
プ
ロ
ッ
ト
に
発
生
し
た
高
木
性
樹
種
の
う
ち
苗
高
30
㎝
以
上
の
稚
樹

を
調
査
（
初
年
度
の
み
基
礎
デ
ー
タ
ー
把
握
の
た
め
15
㎝
以
上
の
稚
樹
を

★★土壌調査及び土壌調査及び

　　　照度測定定点　　　照度測定定点

●●プロットプロット

試験地区域図試験地区域図

堆積枝条堆積枝条
搬出路跡搬出路跡

調
査
。）

③
草
本
等
調
査

　

プ
ロ
ッ
ト
内
の
植
生
種
及
び
被
度
等
の
調
査

④
環
境
調
査

　

・
気
温
・
湿
度
・
地
温

　

・
相
対
照
度
測
定

　

・
全
天
空
写
真
撮
影 

　

な
お
、
本
試
験
地
は
、
低
コ
ス
ト
造
林
の
た
め
無
下
刈
り
と
し
ま
す
。

　

研
究
成
果
の
普
及

　

試
験
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
現
在
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
一

斉
林
を
間
伐
や
択
伐
に
よ
り
複
層
林
や
針
広
混
交
林
へ
誘
導
す
る
施
業
技

術
を
確
立
す
る
と
と
も
に
民
・
国
が
連
携
し
て
、
流
域
を
単
位
と
し
た
針

広
混
交
林
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

プロットの設定状況プロットの設定状況

天然生稚樹の天然生稚樹の

発生、侵入メカ発生、侵入メカ

ニズムを解析

確実な針広

混交林施業混交林施業

技術の確立技術の確立

位に民・国位に民・国

連携連携

研究成果の活用

～

平

成

～

平

成

2020
年

度

林

野

庁

技

術

開

発

重

点

課

題

～

年

度

林

野

庁

技

術

開

発

重

点

課

題

～
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

「
森
か
ら
の
お
く
り
も
の
」
で
ア
ン
パ

ン
マ
ン
を
作
っ
た
よ
！

子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
自

然
と
共
生
す
る
す
ま
い

【
奈
良
森
林
管
理
事
務
所
】
６
月
17
日
、
当
所
と

ひ
か
り
幼
稚
園
父
母
の
会
は
、「
森
か
ら
の
お
く

り
も
の
」
と
題
し
て
、
年
中
組
２
ク
ラ
ス
70
名
を

対
象
に
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
工
教
室
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
森
か

ら
集
め
て
き
た
材
料
等
を
使
っ
て
園
児
が
工
作
す

る
こ
と
を
主
眼
に
し
て
お
り
、お
母
さ
ん
た
ち
は
、

一
週
間
前
か
ら
大
亀
谷
国
有
林
（
遊
々
の
森
協
定

箇
所
）に
入
っ
て
、枝
や
竹
、ド
ン
グ
リ
な
ど
の「
森

か
ら
の
お
く
り
も
の
」
を
採
集
し
、
木
工
教
室
の

下
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

木
工
教
室
で
は
、
ま
ず
、
父
母
会
の
お
母
さ
ん

か
ら
、
そ
の
時
の
感
想
な
ど
を
園
児
に
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
園
児
た
ち
は
、
時
間
を
忘
れ
、
一

心
不
乱
に
な
り
な
が
ら
「
モ
ッ
ク
ン
」
や
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」
等
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
素
朴
で

暖
か
み
の
あ
る
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
園
児
た
ち
は
、「
明
日
か
ら
カ
バ
ン

に
つ
け
て
持
っ
て
く
る
」「
す
ご
く
か
わ
い
く
で

き
た
の
よ
、
一
生
の
宝
物
」
と
自
分
が
作
っ
た
作

品
の
出
来
映
え
に
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
父
母
の
会
が
森
林
の
こ
と
を
少
し
で

も
園
児
に
伝
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
に
よ
り
、

実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
年
４
月
に
幼
稚
園
と

「
遊
々
の
森
」
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
が
ひ
と
つ
の

契
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
な
が
る
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

力
作
を
手
に
笑
顔
の
園
児

木づかいでストップ地球温暖化木づかいでストップ地球温暖化

「オフィスに木の香りと安らぎを」展示会「オフィスに木の香りと安らぎを」展示会

　オフィスでの木材製品の利用を促進するため、木製の机・

テーブル・ロッカーをはじめとする、国産材・間伐材を使

用した各種木製オフィス用品の展示会への出展企業を募集

しています。

①展示期間 :平成 20 年 10 月 7 日（火）～ 12 日（日）

②展示場所：近畿中国森林管理局１階 森林のギャラリー

③募集期間：平成 20 年 8 月 1 日（金）～ 29 日（金）

④出展資格：オフィス関連の木製品等を製造・販売する     

　          企業・団体

　お問い合わせ先　企画調整室　TEL 050-3160-5683

出展企業募集出展企業募集

【
局
】

【
局
】
６
月
６
月
2828
日
、「
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」

日
、「
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
産
材
住
宅
推
進
協
会
と
連

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
産
材
住
宅
推
進
協
会
と
連

携
し
、
国
産
材
を
使
っ
た
住
宅
の
見
学
会
を

携
し
、
国
産
材
を
使
っ
た
住
宅
の
見
学
会
を
1515
名名

の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
見
学
し
た
住
宅
は
、
中
学
校
の
理
科
の

　

当
日
、
見
学
し
た
住
宅
は
、
中
学
校
の
理
科
の

先
生
を
さ
れ
て
い
た
方
の
お
宅
で
し
た
。
施
主
さ

先
生
を
さ
れ
て
い
た
方
の
お
宅
で
し
た
。
施
主
さ

ん
か
ら
は
、
教
え
子
の
子
供
た
ち
に
、
地
球
温
暖

ん
か
ら
は
、
教
え
子
の
子
供
た
ち
に
、
地
球
温
暖

化
な
ど
地
球
環
境
の
危
機
に
つ
い
て
教
え
る
過
程

化
な
ど
地
球
環
境
の
危
機
に
つ
い
て
教
え
る
過
程

で
、
目
に
見
え
る
形
で
子
供
た
ち
に
理
解
し
て
も

で
、
目
に
見
え
る
形
で
子
供
た
ち
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
も
の
を
残
し
た
か
っ
た
と
想
い
を
述
べ
て

ら
え
る
も
の
を
残
し
た
か
っ
た
と
想
い
を
述
べ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

木
材
の
供
給
側
の
高
知
県
嶺
北
木
材
協
同
組
合

　

木
材
の
供
給
側
の
高
知
県
嶺
北
木
材
協
同
組
合

か
ら
は
、
ス
ギ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
足
に
優
し

か
ら
は
、
ス
ギ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
足
に
優
し

く
、
冬
も
暖
か
な
感
触
で
冷
た
い
感
じ
は
あ
り
ま

く
、
冬
も
暖
か
な
感
触
で
冷
た
い
感
じ
は
あ
り
ま

せ
ん
。国
産
材
を
使
う
こ
と
で
山
に
お
金
を
返
し
、

せ
ん
。国
産
材
を
使
う
こ
と
で
山
に
お
金
を
返
し
、

山
に
森
を
作
る
と
同
時
に
町
に
も
国
産
材
の
住
宅

山
に
森
を
作
る
と
同
時
に
町
に
も
国
産
材
の
住
宅

と
い
う
形
で
森
を
作
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
意
識

と
い
う
形
で
森
を
作
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
意
識

を
子
や
孫
の
時
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
説
明
が

を
子
や
孫
の
時
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
高
知
の
嶺
北
材
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん

　

四
国
高
知
の
嶺
北
材
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
建
物
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
工
法
で

だ
ん
に
使
用
し
た
建
物
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
工
法
で

建
物
内
に
使
わ
れ
て
い
る
木
材
の
部
材
が
す
べ
て

建
物
内
に
使
わ
れ
て
い
る
木
材
の
部
材
が
す
べ
て

見
え
る
形
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
木
材
の
さ
わ
や

見
え
る
形
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
木
材
の
さ
わ
や

か
な
癒
し
の
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

か
な
癒
し
の
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
風
車
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
風
車
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
工
夫

ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
工
夫

を
凝
ら
し
た
建
物
で
し
た
。

を
凝
ら
し
た
建
物
で
し
た
。
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福
井
県
南
越
前
町
長　

増
澤　

善
和

地
元
産
材
活
用
の

地
元
産
材
活
用
の
校校

エ
コ
ス
ク
ー
ル

エ
コ
ス
ク
ー
ル

舎舎
で
森
林
環
境
教
育

で
森
林
環
境
教
育

　

南
越
前
町
は
、
平
成

　

南
越
前
町
は
、
平
成
1717
年
１
月
１
日
に
、
南
条
町
、

年
１
月
１
日
に
、
南
条
町
、

今
庄
町
、
河
野
村
の
旧
三
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

今
庄
町
、
河
野
村
の
旧
三
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
町
で
、
人
口
は
１
万
２
６
０
０
人
で
す
が
面
積
は

た
町
で
、
人
口
は
１
万
２
６
０
０
人
で
す
が
面
積
は

３
４
４

３
４
４
㎢㎢
と
、
福
井
県
の
８
％
以
上
を
占
め
て
お
り

と
、
福
井
県
の
８
％
以
上
を
占
め
て
お
り

ま
す
。
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場
か
ら
、
河
野
の
三
つ

ま
す
。
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場
か
ら
、
河
野
の
三
つ

の
海
水
浴
場
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
が
見
え
る
と
い

の
海
水
浴
場
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
が
見
え
る
と
い

う
個
性
的
な
環
境
を
も
つ
町
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

う
個
性
的
な
環
境
を
も
つ
町
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

今
庄
地
区
は
県
下
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
河
野

今
庄
地
区
は
県
下
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
河
野

地
区
海
岸
は
高
さ
２
０
０
～
３
０
０
ｍ
の
断
層
海
岸

地
区
海
岸
は
高
さ
２
０
０
～
３
０
０
ｍ
の
断
層
海
岸

と
な
り
、
厳
し
い
自
然
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

と
な
り
、
厳
し
い
自
然
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
町
民
の
高
齢
化
が
進
み
（

従
っ
て
町
民
の
高
齢
化
が
進
み
（
2828
％
）、
過
疎
・

％
）、
過
疎
・

山
村
振
興
・
特
別
豪
雪
地
等
の
地
域
指
定
も
受
け
て

山
村
振
興
・
特
別
豪
雪
地
等
の
地
域
指
定
も
受
け
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

ま

た
、

南

越

前

町

の

総

森

林

面

積

は

　

ま

た
、

南

越

前

町

の

総

森

林

面

積

は

３
万
１
０
０
０

３
万
１
０
０
０
㏊㏊
で
町
土
の

で
町
土
の
9090
％
以
上
を
占
め
、
そ

％
以
上
を
占
め
、
そ

の
内
の
国
有
林
は

の
内
の
国
有
林
は
2020
％
、
町
有
林
４
％
、
私
有
林
は

％
、
町
有
林
４
％
、
私
有
林
は

7676
％
で
、そ
れ
ら
の
人
工
林
率
は

％
で
、そ
れ
ら
の
人
工
林
率
は
3131
％
で
あ
り
ま
す
。

％
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
森
林
資
源
は
「
緑
の
ダ
ム
」
と
し
て
、
ま

こ
れ
ら
の
森
林
資
源
は
「
緑
の
ダ
ム
」
と
し
て
、
ま

た
「
広
野
ダ
ム
」・「
桝
谷
ダ
ム
」
の
人
工
湖
を
含
め

た
「
広
野
ダ
ム
」・「
桝
谷
ダ
ム
」
の
人
工
湖
を
含
め

て
当
町
は
福
井
県
の
重
要
な
水
源
地
・
空
気
清
浄
地

て
当
町
は
福
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。

　
「
心
の
教
育
」
を
重
視
す
る
現
代
に
お
い
て
、
長

　
「
心
の
教
育
」
を
重
視
す
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木
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潤
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潤
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梁
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サ
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森を守る森を守る
シリーズ
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津　

川

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp

森への誘い

近畿中国森林管理局ホームページから

　近畿中国森林管理局ホームページでは、国民の皆様に国有

林をもっと身近に感じてもらうため、管内国有林の美しい風

景や名勝、保護林、巨木などの貴重な動植物のほか、国有林

における主な取組などの写真をスライド形式で紹介していま

す。第1回目は、「奈良の歴史・文化に佇
たたず

む国有林」と題し

た奈良森林管理事務所管内の国有林です。

　コンテンツは、毎月更新していく予定ですので是非ご覧下

さい。

夏休みはレクリエーションの森へ

　管内 131 箇所の「レクリエーションの森」の中から

自然探索や自然観察など夏休みに最適な「レクリエー

ションの森」をピックアップしました。すてきな景品

が当たるスタンプラリーも実施（笠戸岩国自然休養林は除く）

していますので、こちらも是非ご覧下さい。

奈良の歴史・文化などに関わりのあ
る国有林を紹介しています。
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め
る
こ
と
を
河
道
閉
塞
（
土
砂
ダ
ム
）
と
い
い
ま
す
。
今
年
の
６
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に
東
北
地
方
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６
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ら
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。

ら
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。
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す
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す
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す
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よ
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河道閉塞により水位が上がり集落が水没河道閉塞により水位が上がり集落が水没
（明治 22 年、十津川村）（明治 22 年、十津川村）

土砂崩壊をした斜面土砂崩壊をした斜面 治山工事実施後（10 年経過）治山工事実施後（10 年経過）

近江湖南アルプス自然休養林

笠戸岩国自然休養林

春日山自然観察教育林




